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概　要
  Abstract: The Seventh Symposium on Polar Science had been held at the National Institute of Polar Research (NIPR), Tokyo, Japan, from 29 November to 2 December 2016. The NIPR is organizing this annual symposium to present and promote a wide variety of polar scientific research and interdisciplinary studies. We prepared downloadable program and presentation abstract on the symposium web site, joint poster presentation times of the annual ordinary sessions, and so on, that were received a favorable reputation from the last symposium with some modification as follows; (1) The symposium was planning to held after departure of the Japanese Antarctic Research Expedition of this season because of the availability of suitable facilities of meeting room and equipments for operation of sessions, (2) Web site of the symposium was revised and redesigned from the previous site to much convenient ones for international users and mobile devices such as tablet terminal devices and smart-phone, (3) The program and abstracts were registered immediately on the NIPR repository to be brows-able after closing the symposium website, (4) travel support system had been reexamined to save operating cost of the symposium. And addition, one of the ordinary session was cooperated by Antarctic Meteorite (The 39th Symposium on Antarctic Meteorites) and Hayabusa 2016 (4th Symposium of Solar System Materials), and was held for 4days with more than 50 participants everyday during the symposium. About 500 scientists, include 39 scientists from 21 foreign countries, participated and 373 presentations had been done during the symposium.
 
  要旨：科学とその境界領域の発表と発展の場として資するべく国立極地研究所（以下、極地研）が企画している第7回となる極域科学シンポジウムを開催した．前回までの開催で好評であったプログラムなどのペーパーレス化，合同ポスターセッション開催，4日間での開催日程とセッション配置などを踏襲し，開催会場の利用予約可能日程を検討した結果，（1）シンポジウム開催期間は観測隊出発後と設定，（2）国際化を意識したウェブサイトを英日併記・タブレット端末対応として構築して情報発信と参加登録などを行う，（3）情報図書室と連携し，シンポジウムプログラムと要旨をリポジトリに速やかに登録し記録・公開する，ことなどの新たな取り組みを行って開催準備をした．また，（4）国内参加者への旅費支給方法を見直し，シンポジウム運営経費の節約に努めた．また，今回，南極隕石セッションはJAXAはやぶさ2016シンポジウムとの共催とした結果，シンポジウム開催期間の4日間にわたり連日50名程度の参加者を集めて開催することができた．シンポジウム全体では，21か国からの国外参加者を交え，500名程度の参加者があり，合計373件の発表がなされ，極域科学各分野の研究発表や情報交換の場となっていた．

報　告
1．準備
　2015年11月末，第6回シンポジウム終了直後に，中村研究教育担当副所長から工藤が次回の実行委員長を委任された．2016年3月までの間に第6回シンポジウム実行委員長を務めた藤田准教授からシンポジウム開催に向けた準備活動として，実行委員会活動に関する申し送り・引き継ぎ事項を，文書，ウェブ資料，口頭説明などで提供を受けた．
　第6回極域科学シンポジウムまでの間に確立され，好評であった4日間の開催期間，個別・特別・横断というセッション構成，ウェブサイトでの情報公開と参加・発表の登録システム，プログラムと発表要旨集発行等のペーパーレス化，そして各セッションでのポスター講演発表の合同開催など，基本事項を踏襲しながら，より一層国際シンポジウムとして認知されるようなウェブサイトデザインの修正（英文情報を基本とする携帯端末対応のサイト構築）に取り組むこととした．

1.1.　実行委員会発足
　2016年3月29日に宙空圏・地圏・気水圏・生物圏・隕石・北極の6つの研究グループからそれぞれ1名の委員の選出をいただき，これに学術振興担当をあわせて，第7回極域科学シンポジウム実行委員会としての初会合を開催した．この委員会では，実行委員会のメーリングリスト作成，サイボウズグループへの実行委員会メンバーの登録確認を行って以降の各委員のスケジュール調整を図ること，実行委員の情報共有手段として，研究所職員が日常的に使用し閲覧している「サイボウズ掲示板」を利用することなどを決めた（表1）．また，第6回極域科学シンポジウムの最終報告書を基に，4月からシンポジウム開催までの期間に準備すべき作業概要と日程の確認を行った．以降，おおむねひと月に一度，実行委員会を開催し，準備を進めた．

2．経過
　4月中には5つの個別セッションの期待される参加者数規模に応じて使用会場の割り当てを決め，日程を確定させた．次いで横断セッションと特別セッション企画の所内募集を開始した．
　4月下旬には科学技術振興機構サイエンスポータルサイト（https://scienceportal.jst.go.jp/）へシンポジウム開催案内掲示を依頼し（5月9日から掲載開始），極地研ホームページ上に第7回極域科学シンポジウムサイト（http://www.nipr.ac.jp/symposium2016/）開設の案内とそのリンクバナーを掲載，開催趣旨と日程に関する情報公開を開始した．
　5月には個別セッションの一つである南極隕石セッション（第39回南極隕石シンポジウム）では，これまで宇宙航空研究開発機構（JAXA）が主催していた「宇宙物質科学シンポジウム（はやぶさ2016シンポジウム）」との共催という形を取って本シンポジウム期間に合同開催し，相互に参加者と旅費支援など利便性を向上させたいとの提案があった．
表1　第一回実行委員会（2016年3月29日）での決定事項
Table 1.  Decision matters in the first executive committee of the 7th Symposium on Polar Science
        　　　 (held on 29 Mar. 2016)
	a）実行委員
　委員長：工藤
　グループ幹事：冨川（宙空）・後藤（気水）・堀江（地圏）・山口（隕石）・高橋（生物）・
　　　　　　　  兒玉（北極）
　学術振興：白石

	b）連絡など
　メーリングリスト（ML）：polarsymp@nipr.ac.jp
　サイボウズグループ：極域科学シンポ実行委員会
　情報共有手段：サイボウズ掲示板を利用

	c）主要な準備日程
～4月：シンポ枠組みの構築，開催期間情報（趣旨）のウェブ案内（HP立ち上げ），登録等の期間設定，First Circular作成準備（特別セッション，横断セッションの募集開始），開催日程を科学技術振興機構科学コミュニケーションセンターメディアグループ（sportal@jst.go.jp）に，情報掲載依頼する．
5～7月：（準備期間：順次下記に取り組む）
　シンポジウムウェブサイトでの開催案内（会期・開催趣旨を4月中に公開する）
　　　（1）横断セッション・特別セッションの具体化
　　　（2）各セッションの日程の調整
　　　（3）セッション趣旨の公開準備
　　　（4）発表申し込み・登録フォームの検討・決定
　　　（5）海外招へい者の選定と交渉
　　　（6）特別・横断セッション幹事の委員会メンバーへの追加登録
8月初旬：申し込み受付開始(受付期間中，各研究グループの連絡網・所属学会への案内を適宜実施（2，3回程度）
9月初旬：発表申し込み／要旨登録締め切り
9月中旬：要旨チェック，採否決定と通知
（幹事は旅費計算・プログラム作成・要旨集作成に取り組む）
11月上旬：プログラム公開（開会日の20日前を目途）
11月中旬：要旨集の電子公開（アナウンス）（開会日の2週間前）
11月下旬：参加者事前登録の締め切り（開会日）
11月29日（火）～12月2日（金）：第7回極域科学シンポジウム開催期間

	d）終了後点検
　12月：事後処理や反省，翌年度への引き継ぎ事項とりまとめのための実行委員会開催



この提案を受け，5月末までに所長・副所長の承認をいただき，共催準備を進めた．
　6月には横断セッション・特別セッションのテーマを定め，それぞれのセッションから選出いただいた幹事を新たに実行委員に加え，8月のウェブ上での参加登録開始予定までの間に，横断，特別セッション開催趣旨・開催日程を調整し，公開準備を行った．また，7月にはウェブサイトでの参加・発表登録システムのチェックと8月の参加・登録開始にあわせて公開する会場案内などの情報更新に取り組んだ．
　ウェブサイトは従前，日本語ページと英語ページの二つを用意していたが，第6回シンポジウム準備の途中から，英語を主体とした日本語併記の一つのページとして構築したものへ移行し，好評を得ていた．この変更によって，シンポジウムウェブサイトから参加・発表登録の際，登録システムへのリンク・ジャンプ時に生じたトラブル（英語ページから登録システムへ入った場合に，日本語での登録案内が表示されてしまう場合がある，など）が解消される利点もあった．英文主体での和文併記ページ化とともに，スマートフォンやタブレットなどの情報端末に対応した表示となるよう，ウェブサイトデザインを一新した．ウェブサイト構築に関しては，当研究所ホームページ作成を依頼してきた有限会社フープ（代表：弓野），参加・発表登録システムは，従前から利用してきたAcomaWeb（ビッグバンテクノロジー（株））作成の登録システム「極域科学シンポジウム　管理システム」を利用した．これらの修正や改変を7月中に完了させ，8月1日にはセッション概要と日程，各種締め切り情報の案内をウェブサイト上で公開し，参加・発表登録を開始した（表2）．これらと並行し，個別セッションと特別セッションで各2名程度（合計最大12名）の海外からの招へい発表者の選定と交渉を進めた．

表2　第7回極域科学シンポジウムでの発表・参加登録から開催までの準備日程
Table 2.  Important date on the schedule of the 7th Symposium on Polar Science
	　　　日　時			項　目

	9月9日		正午		発表登録締め切り
9月15日			発表採否決定
10月10日			各セッションのプログラム作成・発表者への日時通知
10月31日	正午		プログラムのウェブサイト上での公開開始
11月15日	正午		発表要旨のウェブサイト上での公開開始
11月29日			ウェブサイト上での参加登録締め切り



2.1.　参加・発表登録とプログラム作成
　9月9日までに300名を超える方の発表登録を受け付けた．申し込み情報を各セッション幹事がチェックし，シンポジウム趣旨との齟齬の有無・不適切な発表申し込みの点検を行い，発表の採否を審査した．結果，隕石セッションでの1名の申し込みに関し，登録された要旨が科学的観点上，不適切なものであると判断され，委員会での審議の結果，不採択とし，申込者へ通知した．
9月中旬までに登録情報（要旨修正を含む）の点検・修正作業を行ってプログラム構築の準備を行った．複数の発表を申し込んでいる参加者もあり，発表登録総数は373件であった．各セッションの趣旨と発表登録者の発表申し込み形態の希望（口頭・ポスター）を勘案し，最終的な発表形式を各幹事が整理・決定し，10月10日までには各セッションプログラム作成に必要な情報（発表日時・形式・順番など）の登録システム上での整理を完了させた．この登録システム上で，セッションごとに発表日時順・ポスター掲示順に並べ替えてセッションプログラムを作成し，11月からのウェブサイト上でのプログラム公開準備を進めた．同時に，シンポジウム旅費支給希望者を集計して旅費見積もりを進め，各セッション幹事による旅費支給者の採択と調整を行った．

2.2.　旅費支給等の調整による経費節減
　第6回シンポジウムまでは発表者もしくは座長を務める大学院生以上の研究者に対し，旅費支給希望があった場合に全面的に旅費を支給してきた．今回，あらかじめ支給可能な旅費総額を設け，旅費支給はセッション運営上重要な発表者（海外招へい者を含む）・座長，および優秀な発表を担う学生・院生・若手研究者に優先支給する限定的なものとした．また，昨年度の支出実績上，節約可能な全体懇親会運営にかかわる経費を見直し（昨年度までは懇親会参加者を200名として手配し，実際の参加者は120名であった），シンポジウム運営経費の節約に努めた．
国内旅費に関しては，シンポジウムでの発表登録総数（373件）に対して，各セッションでの発表数（参照：表7）に応じて旅費を配分し，それぞれのセッションで割り振られた範囲内で各セッション幹事が旅費採択者を決定した．明瞭で合理的な算定方法を取ったが，初めての試みでもあり，海外招へい者旅費がなかなか確定できない実情から，国内旅費として使用可能な金額の精査が遅れてしまったこと，セッションごとに旅費支給希望者数や遠方からの出張者の過多で一人当たりの旅費単価に大きな格差が存在したり，また，採択できなかった発表者に各セッション幹事が別予算での旅費支援を世話したりしたなど，手間取り，最終的な採択決定とその通知に遅延をもたらしてしまった．結果，これらの調整が担当幹事の大きな負担となってしまった．

2.3.　情報図書室リポジトリへの情報提供
　第6回シンポジウムと同様にシンポジウムプログラムと要旨集は，印刷体もしくはCD-ROM等では配布せず，公開しているウェブサイト上からユーザーが必要に応じてダウンロードする形式（ペーパーレス化）を取った．一方で，ウェブサイトの公開休止後も今回のシンポジウムの情報をユーザーが速やかに閲覧・利用できるようにするため，研究所情報図書室と協働で「国立極地研究所学術情報リポジトリ」へ，プログラムと要旨集の登録を遅延なく行うよう取り組んだ．
　11月15日のウェブサイトでの要旨公開と同時に，プログラムと講演要旨情報を表形式ファイルの電子媒体で情報図書室へ提供し，リポジトリでの情報公開用に整理作業を進めてもらい，12月末までには情報公開が完了した（https://nipr.repo.nii.ac.jp/）．

3．実施状況
　開催1週間前に実行委員会を開催して，準備の最終確認と当日の役割を確認し，開催前日には使用会場の設備チェック，ポスター会場の設営作業，案内板の掲示，名札・アンケートなどの配布物の確認をした．今年度に関しては，研究所1F入り口の片隅に「総合案内」を設置し，会場案内と緊急時の対応部署とし，参加受付は当日参加者の受付を含め，セッション会場前で行うことを基本とした．
　11月29日午前，定刻通りに5つの個別セッションが開催され，夕刻には個別セッションの懇親会が所内で催され，いずれも多数の参加者でにぎわっていた（表3，4）．極域気水圏，
生物圏セッションでの口頭発表講演は2日間にわたって開催され，2日目午後には中層大気/熱圏の分野横断セッションも開催された．また，1Fアトリウムにおいて2日間掲示可能とした各個別セッションと中層大気・熱圏セッションのポスター発表は，両日とも熱気ある発表と議論の場となっていた．
　2日目夕刻には研究所主催の全体懇親会が立川市グランドホテル（3F サンマルコグランデ）で開催され，130名を超える参加者を集めて盛況に催された．
　3日目には「南極地域観測第Ⅷ期から第Ⅸ期6か年計画に向けて」と題した本シンポジウムの特別セッションが開催され，4日目には3つのテーマでの分野横断セッションが開催された．
　はやぶさ2016シンポジウムとの共催で実施した南極隕石セッションでは，国語研究所講堂において，4日間にわたり連日50名以上の参加者を集めて開催された（表5）．
　シンポジウム期間全体での参加者数は，南極隕石セッションにおけるはやぶさ2016シンポジウム側での受付者を含めず，376名の事前受付者に当日会場での受付者103名を加えた479名（所外からの参加者375名，所内参加者104名）であった．また，海外21か国の研究機関から39名（11名の招へい者を含む）の参加があった（表6）．参考のため，総数373件のセッションごとの口頭・ポスター発表数を表7として掲載した．
　シンポジウム参加者を対象として実施したアンケート調査では63件の回答が寄せられた．シンポジウム案内，受付，セッション開催状況に関し，満足できるものであるという評価を得たが，次回運営に関し，対応・準備すべき多様な意見も集積することができた（表8）．

4．反省点と申し送り事項のまとめ
　シンポジウム終了後の12月13日に実行委員会を開催し，第7回シンポジウムを振り返り，次回への申し送り事項などを整理した．シンポジウム準備や運営にかかわる反省・申し送り事項のほか，各セッションでの進行や利用した会場設備など，それぞれで表出した諸問題等も議論した．
表3　第7回極域科学シンポジウムの日程表
Table 3.  Session schedule of the 7th Symposium on Polar Science
	Date
	Time
	National Institute of Polar Research (NIPR)
Auditorium
(2nd floor)
極地研究所
2階大会議室
	National Institute of Polar Research (NIPR)
Multipurpose Conference room
(3rd floor)
極地研究所
3階多目的会議室
	National Institute of Polar Research (NIPR)
Seminar room
(3rd floor)
極地研究所
3階セミナー室
	Institute of Statistics and Mathematics (ISM)
Seminar room
(3rd floor)
統計数理研究所
3階セミナー室
	National Institute for Japanese Language and Linguistics
(NINJAL)
Auditorium
(2nd floor)
国語研究所
2階講堂

	Tue.
29
Nov.
	AM
	10:00 - 12:00
OM
	10:00 - 12:00
OB
	10:00 - 12:00
OG
	10:15 - 12:00
OS
	10:00 - 12:00
OA/Hayabusa

	
	Lunch time

	
	PM
	13:30 - 16:00
OM
	13:30 - 15:30
OB
	13:00 - 16:30
OG
	13:15 - 16:30
OS
	13:00 - 16:40
OA/Hayabusa

	
	Poster
	16:30 - 18:30
Poster Session Core Time (for sessions OA/Hayabusa, OB, OG, OM, OS, IM)
At NIPR 1F Entrance Hall
ポスターセッションコアタイム（セッションOA/はやぶさ，OB，OG，OM，OS，IM）
於：1F交流アトリウム

	
	Eve
	18:30 - 20:00
OM Party at NIPR 4F Lounge
OM懇親会
4階ラウンジ
	18:30 - 20:00
OB Party at NIPR 5F Lounge
OB懇親会
5階ラウンジ
	18:30 - 20:00
OA & OG Joint Party at NIPR 6F Lounge
OA & OG懇親会
6階ラウンジ
	18:30 - 20:00
OS & IM Joint Party at NIPR 3F Lounge
OS & IM懇親会
3階ラウンジ
	18:30 - 20:00
OA & OG Joint Party at NIPR 6F Lounge
OA & OG懇親会
6階ラウンジ

	Wed.
30
Nov.
	AM
	10:00 - 12:00
OM
	10:00 - 12:00
OB
	
	
	09:30 12:00
OA/Hayabusa

	
	Lunch time

	
	PM
	13:30 - 16:00
OM
	13:30 - 16:00
OB
	
	13:00 - 16:30
IM
	13:00 - 16:30
OA/Hayabusa

	
	Poster
	16:30 - 18:00
Poster Session Core Time (for sessions OA/Hayabusa, OB, OM, IM)
At NIPR 1F Entrance Hall
ポスターセッションコアタイム（セッションOA/はやぶさ，OB，OM，IM）
於：1F交流アトリウム

	
	Transport by bus
	Departure of bus from NIPR South Entrance to the Tachikawa Grand Hotel where the Banquet is to be held. 
Departures at 17:30, 17:40, ~18:00 and ~18:10.
17:30発, 17:40発, 18:00頃発, 18:10頃発の4回に分け，極地研究所南側入り口発→立川グランドホテル（懇親会場）行きのバスを用意します．

	
	Banquet
	18:30-20:30 
Symposium Banquet @ Tachikawa Grand Hotel
全体懇親会＠立川グランドホテル

	Thu.
1
Dec.
	AM
	10:00 - 12:15
S
	09:30 - 12:00
OA/Hayabusa

	
	Lunch time

	
	PM
	13:15 - 16:30
S
	13:00 - 16:30
OA/Hayabusa

	
	Poster
	16:30 - 18:00
Poster Session Core Time (for session S)
At NIPR 1F Entrance Hall
ポスターセッションコアタイム（セッション S）於：1F交流アトリウム

	Fri. 
2
Dec.

	AM
	9:00 - 12:00
IG
	09:00 - 12:00
IA
	10:00 - 12:00
OA/Hayabusa

	
	Lunch time

	
	Poster
	13:00 - 14:00
Poster Session Core Time (for sessions IA, IG)
At NIPR 1F Entrance Hall
ポスターセッションコアタイム（IA, IG）於：1F交流アトリウム

	
	PM
	14:00 - 17:30
IG/IL
	14:15- 17:30
IA
	



表4　セッションコード一覧
Table 4.  Session list and session code
	Code
	Session
	Title

	S
	Special Session
特別セッション
	Toward a six-year Japanese Antarctic Research Project: phase IX from phase VIII
南極地域観測第Ⅷ期から第Ⅸ期6か年計画に向けて

	IA
	Interdisciplinary Session
横断セッション
	"Arctic Science (Svalbard, GRENE, ArCS and interdisciplinary) ”- Memorial session of 25th Anniversary of NIPR’s Ny-Ålesund Station -
ニーオルスン観測拠点設立25周年記念横断セッション －北極域の科学（ニーオルスン，GRENE，ArCS）－

	IG
	Interdisciplinary Session
横断セッション
	Ice Core Research - past achievements and future prospects
アイスコア研究 - これまでの成果と今後の展開

	IL
	Interdisciplinary Session
横断セッション
	Large-scale Research Project on Polar Science for the Science Council of Japan (SCJ) Master Plan
極域科学における学術の大型研究計画について

	IM
	Interdisciplinary Session
横断セッション
	Middle atmosphere and thermosphere
中層大気・熱圏

	OA
	Ordinary Sessions
個別セッション
	Antarctic meteorites
南極隕石

	OB
	Ordinary Sessions
個別セッション
	Polar biology
極域生物圏

	OG
	Ordinary Sessions
個別セッション
	Polar geosciences
地圏

	OM
	Ordinary Sessions
個別セッション
	Polar meteorology and glaciology
極域気水圏

	OS
	Ordinary Sessions
個別セッション
	Space and upper atmospheric sciences
宙空圏



表5　共催した第39回南極隕石シンポジウム/宇宙物質科学シンポジウム（はやぶさ2016シンポジウム）
　　　での日別参加者数（セッション会場受付での調査）
Table 5.  Number of participants of the cosponcered Antarctic Meteorite session
	　　Date/開催日		Participants/参加者数

	　　　　　　　　　　（カッコ内は第39回南極隕石セッションでの事前登録者数）

	　　11/29			75（43）
　　11/30			70（39）
　　12/01			68（51）
　　12/02			60（45）


表6　第7回極域科学シンポジウムの参加登録者数情報
Table 6.  Numbers of participants during the 7th symposium on Polar Science
	　　　　総参加者数＊1：479（所外：375，所内:104）名

	　　　　　　　　事前参加登録者数：376名
　　　　　　　　当日登録者数：103名

	　　　　海外からの参加者数＊2：39名（招へい者数：11名），21か国


      ＊1　JAXA-はやぶさセッションでの登録者数を含まない
      ＊2　国内研究機関等に所属していた外国籍の参加者を含まない
        参考（第6回シンポ）：参加者数510名

表7　各セッション別発表数内訳
Table 7.  Numbers of poster and oral presentations in each session
	セッション名
	口頭
	ポスター
	計

	【OA】南極隕石/はやぶさ
	60
	12
	72

	【OB】極域生物圏
	17
	40
	57

	【OG】地圏
	15
	21
	36

	【OM】極域気水圏
	21
	25
	46

	【OS】宙空圏
	18
	20
	38

	【S】特別セッション: 南極地域観測第Ⅷ期から第Ⅸ期6か年計画に向けて
	12
	20
	32

	【IA】ニーオルスン観測拠点設立25周年記念横断セッション －北極域の科学（ニーオルスン，GRENE，ArCS）－
	22
	27
	49

	【IG】アイスコア研究 - これまでの成果と今後の展開
	14
	4
	18

	【IL】極域科学における学術の大型研究計画について
	6
	0
	6

	【IM】中層大気・熱圏
	12
	7
	19

	合計
	197
	176
	373



4.1.　開催直前の準備活動
　開催1週間前に実行委員が集まり，当日配布資料，受け付けや掲示物等の確認を実施し，開催前日には使用する会場の音響機器点検や会場設置準備を実施した．配布資料や掲示物に関しては学術振興担当が準備を担ったが，実際の会場を運用するセッションごとに準備するものもあり，多少の混乱をきたしてしまったようだ．事前登録のない当日参加者・旅費支給者などの受付業務，各会場での喫茶，掲示物の準備に関し，シンポジウム会期中に実務を担う各研究グループの事務補佐員と実行委員間での最終確認のための会合を開催前に持つことで，事前準備や連絡等の混乱を軽減できるとの意見があった．

表8　アンケート調査集積結果（抜粋）
Table 8.  Summary table of questionnaire survey
	A.　シンポジウム運営の，ウェブ案内やプログラムについて，特にわかりやすさや便利さ
　　や改善すべき点という観点からの評価
Good　51	Fair　11		Poor　1

コメント（抜粋）
●シンポジウム参加費を徴収しないことをプログラム案内で明記する
●4日間全体・セッション別でのプログラム（ダウンロード）の用意はできていたが，開催日別のプログラムが参加者にとって利便性が高いので，準備した方が良い
●プログラム公開開始を1~2週間早めると，参加者の出張日程調整上，好都合に思われる


	B.　会場環境や受付，セッションについて
Good　53	Fair　7		Poor　2

コメント
●マイク・映像設備の不具合が生じた会場があった
●ペーパーレスでのシンポジウム運営は好ましいが，会場によっては無線LANが使用できず，講演中に要旨閲覧などができなかった（事前にダウンロードしていなかった事例と思われる）
●立川北駅からの交通案内（英文）が不十分：どちらの方面へ向かうか不安を覚えた（外国からの参加者の事例）
●休憩時間が短すぎた（国内外参加者から数件同様の意見）


	C.　その他
●非常に良いシンポジウムなので，もっとSCARや国際的な情報ネットワークで宣伝すべき（国外参加者から）
●南極隕石セッションとJAXA-はやぶさシンポジウムの共催は今後も続けてほしい
●発表受理・発表時間等の連絡の遅延・不着事例があった




4.2.　シンポジウム口頭・ポスター発表に関する申し送り事項
　シンポジウムの国際化を強く意識し，口頭発表セッションでの発表言語は英語を基本とするものとして案内・準備してきたが，セッションによっては数件の日本語での発表も混在し行われていた．シンポジウム期間内に参集する国内研究者を集め，細密な議論を重ねるという必要上に生じた日本語での発表と議論の場を提供するのであれば，企画段階からプログラム上に日本語での発表セッションである旨を明示すべきであろう．これを別セッションとして独立，もしくはセッション内に時間帯で明確な区切りを設けて，日本語での発表時間と明示するなど，国外からの参加者に混乱を生じさせないような工夫が必要に思われた．実行委員会では，通常の口頭での研究発表においては英語・日本語での発表を混在させることなく，英語での発表に統一すべきである，との意見がある一方，発表内容の充実と議論の活発化のためには日本語での発表も可とする意見もあった．
　前回シンポジウムから実施したポスター発表の合同開催に関しては，発表数の多い初日～2日目に関しては，きわめて好評価であった．今後も同様のスタイルを取りながら企画すべき事項に思われる．3日目以降の，特別セッション・横断セッションのポスター発表では，発表数が減じ，その結果からか参加者も減じてしまった．ポスター発表者による説明の「コアタイム」をそれぞれの口頭発表セッションの中途に設けることで，セッション趣旨に関心を持っている参加者をポスター発表の場へ，より誘導しやすいものとなるように思えた．
　また，今回，各セッションのポスター発表と同時に，同会場内に「所内研究プロジェクト」の研究説明のボードと，サイエンス・アウトリーチ活動として主催してきた「中・高生オープンフォーラム」で受賞した極地での研究提案を紹介したボードを展示した．研究所で企画して実施している研究紹介，ならびに将来を担う若者からの研究提案の展示は参加者に大きな関心を与えていたように思えた．しかしながら，展示方法に関し，シンポジウムでの研究発表と同列に並べてしまったため，研究発表とは趣旨の異なるポスターの混在に，多少の違和感を生じさせてしまったようだ．こうした展示物は「特設コーナー」のように，通常のポスター発表とは別の区画で展示するなど、展示の仕方の工夫が必要に思われた．

4.3.　セッション会場・機器類
　口頭発表では5つの会場を使用した．参加者規模を事前に勘案して会場を割り当てていたので，参加者を収容しきれないという事態は生じていなかった．ただし，会場によっては使用機器類にトラブルが生じ，一部，発表進行に遅延をもたらしたものがあった．使用機器類のトラブルに関しては前日の動作確認では発生しなかったことで，機器類の老朽化（ケーブル・端子の劣化，充電池の不具合）により，開催期間中に発生したものと思われた．
　発表者に関し，シンポジウムのプログラム案内で使用機器の環境に関する事前周知を行ったにもかかわらず（http://www.nipr.ac.jp/symposium2016/info-presenters.html），適合する準備ができていない講演者も，例年，数件ある．実行委員会ではパソコン（PC）などの予備機器類をそれぞれの会場で用意してこれに備えた．ほとんどのセッションでは発表に際し，自身のPCをプロジェクターにVGAケーブルを介して接続しての講演を推奨したのだが，昨今のPCにはプロジェクター出力はHDMI端子のみで，VGA端子を持たないものもある．こうしたPC側の進歩にあわせ，会場にあるプロジェクターへの出力に対応した準備（変換コネクタ・ケーブルなど）も，今後用意する必要があるように思われた．
　また，事前案内で無線LANシステム使用可能エリアを公示し，利用できないエリアを明記しているにもかかわらず，（http://www.nipr.ac.jp/symposium2016/info-participants.html），エリア外で利用できない不便さを訴える意見も数件寄せられた．セッション会場手配の段階で不便さを感じさせない講演会場のみで開催できれば，このような不満は解消される．
[bookmark: _GoBack]　口頭発表セッションで借用した会場の原状回復と引き継ぎの不備が統計数理研究所セミナー室で生じ，シンポジウム後に開催した会議時に設備不具合があったとクレームが届いた．シンポジウムでは例年，統計数理研究所ならびに国立国語研究所設備を学術振興担当を通じて借り受けている．使用した全グループが使用前の状態を確認し，次に使用するグループに確実に引き継ぐことができていれば，このようなトラブルは生じなかったと思われる事項である．次年度以降，他機関から貸借している設備の現状把握と復旧に関しては，特に細心の注意を求める必要がある．

4.4.　個別・全体懇親会
　個別セッションの懇親会は，シンポジウム初日に4つの会場（3～6Fラウンジ）で開催された．例年，4会場とも会費を参加者から集め，セッションごとに開催しているものであり，研究者間の良い交流機会となっている．参加者がセッション間の垣根を取り払い，この機会に4つの会場を自由に行き来し，異分野研究者との交流を深めることに利用できてもいいのではないか，との意見があった．
　全体懇親会では，今回開催規模を昨年度の参加者数から想定し，125名規模での予約準備とした．当日参加者が想定以上にあり，準備した食事量では不足という感想が複数あった．

4.5.　参加者へのサービスという観点から
　国内研究機関に属する外国人籍の方を含み，国外からの多数の参加者があることから，極力，掲示物等には英語表記することに努めたが，参加者名札の回収案内，会場内のゴミの分別収集など，一部の表示まで行き届かなかったところもあった．また，懇親会の参加費などの領収書発行に関し，英文での領収書の準備も必要と思われた．
　プログラム・要旨集など，ペーパーレス化してはいるものの，参加した当日に総合案内・受付等に求める参加者が多数存在した．各会場で実施される「開催当日のプログラム」を準備し，会場前の受付，総合案内に印刷体として準備し，希望者へ配布できれば，参加者へのサービス向上となったのではないかとの意見が複数あった．
　本報告では言及しきれていないアンケート調査での意見，および各セッション運営に携わった実行委員からの報告事項も集積し，次期実行委員会委員長へ資料として受け渡し，2017年1月の教員会議での報告を行って，第7回極域科学シンポジウム実行委員会としての活動を完了した．
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